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国際 宇宙 ステ ーション で の 
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いぶ き 」 
の 観測 に よ 0 
地球 温暖 化 対策 に 頁 献 
温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 「 い 
ぶ き 」 の 目的 は 、 地球 温暖 化 の 主 
要因 と な っ て いる 二酸化 炭素 や メ 
タン ガス の 全球 観測 で す 。「 い ぶ 
き 」 の 観測 点 は 約 5 万 6000 地 
点 も あり 、 世 界 中 の 温室 効果 ガス 
の 濃度 分 布 を 把握 で きま す 。「 い 
ぶ き 」 は 「 全 球 地球 観測 シス テ 
ム (GEOSS)」 の 1 つ で あり 、 
昨年 7 月 の 洞爺 湖 サ ミッ ト で も 、 
GEOSS の 加速 化 が 言及 され て 
いま す 。「 い ぶ き 」 の 観測 に よっ て 、 
国連 気候 変動 枠組 条約 や 京都 議 定 
書 を 含め た 、 地 球 温暖 化 対策 に 大 
きく 貢献 で きる と 期待 され て いま 


す 。 
日 本 人 初 の 
国際 宇宙 ステ ーション 

長期 滞在 へ 

今年 の 2 月 か ら 約 3 か 月 間 、 日 
本 人 と し て 初め て 若田 光一 宇宙 飛 
行 士 が 長期 滞在 する 予定 で す 。 ま 
た 、 年 末 か ら 野 口 聡一 宇宙 飛行 士 
が 約 6 か 月 間 、2011 年 に は 古川 
聡 宇宙 飛行 士 も 長期 潜在 を 予定 し 
て いま す 。 山崎 直子 宇宙 飛行 士 の 
国際 宇宙 ステ ーション の ミッ ショ 
ン も 決ま り ま し た 。 

私 た ちと 同じ 日 本 人 が 宇宙 に 滞 
在 す る こと で 、 国 民 の 皆さん に も 
宇宙 で の 生活 が 実感 と し て わい て 
くる の で は な いで し ょ うか 。 日 本 
人 が 長期 滞在 し て 、 日 本 人 の 手 で 、 
日 本 人 の た め の 実 験 が で きる 点 に 、 
大 き な 意 味 が ある と 思い ます 。 

また 、「 き ぼう 」 で の 宇宙 実験 
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の 成果 も 非常 に 楽し み で す 。 す で 
に マラ ン ゴ ニ 対 流 実験 や 氷結 晶 成 
長 実験 な ど が 行わ れ て いま す 。 そ 
の 他 に も タン パク 質 の 結晶 生成 実 
験 や 細胞 培養 実験 、 植 物 の 成長 を 


調べ る 実験 な ど が 予定 され て お り 、 


これ ら の 実験 に よっ て 得 ら れ た 知 
見 が 、 将 来 的 に 製薬 や 医療 、 産 業 
分 野 な どの 発展 に 貢献 し 、 国 民 の 
生活 に 還元 で きる と 思い ます 。 


HITV 

は シャ トル 退役 後 の 

輸送 手段 に 

H-IB ロ ケッ ト は 、 現 在 の 基 
幹 ロ ケッ ト H- IA を 発展 させ た ロ 
ケッ ト で す 。H- IA の 第 1 段 エ ンジ 
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ン を 2 基 並 列 し て 推力 を 向上 さ 
せ 、 低 軌道 へ の 打ち 上 げ 能 力 が 約 
16 トン も あり ます 。H-IB の 当 
面 の 目的 は 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ 
ン へ の 物資 輸送 を 行う HTV ( 宇 
宙 ス テー ショ ン 補 給 機 ) の 打ち 上 
げ で す が 、 将 来 的 に は 、 有 人 宇宙 
船 や 月 ・ 惑 星 探査 な ど 新しい 輸送 
ミッ ショ ン に 活用 で きる の で は と 
期待 し て いま す 。 

HTV は 09 年 度 に まず 実証 機 
を 打ち 上 げ て 、 そ の 後 は 毎年 平均 
1 機 を 打ち 上 げ る 予定 で す 。 ス 
ペー スシ ャ トル が 退役 し た 後 の 物 
資 の 輸送 手段 と し て 、HTV が 世 
界 各 国 か ら 大 い に 注 目 さ れ て いま 
す 。 
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次 世代 旅客 機 
静粛 超 音 速 機 の 
研究 に 注力 

現在 JAXA が 集中 し て 行っ て 
いる 航空 分 野 の 研究 は 、 次 世代 旅 
客 機 と 静粛 超 音 速 機 で す 。 

次 世代 旅客 機 の 場合 は 、 騒音 の 
低減 、 軽 く て 丈夫 な 複合 材 、 環 境 
に や さ し い エン ジン 、 安全 運行 に 
つなが る 操縦 席 や コッ ク ピ ッ ト な 
ど 、 現在 の ジェ ッ ト 旅 客 機 よ り も 
高 付加 価値 ある い は 差別 化 で きる 
技術 の 開発 を 行っ て いま す 。 ま た 
静粛 超 音 速 機 に つい て も 、 静 か で 
エネ ルギー 効率 の 高い 超 音 速 機 の 
実現 に 向け た 技術 研究 に 、 世 界 に 
先駆 け て 取り 組ん で いま す 。 

日 本 の 宇宙 航空 産業 は 世界 的 に 
見 る と 、 ま だ 規模 が 小さ いと いう 
の が 現状 で す 。JAXA は 先 を 見 
据え た 先端 技術 の 研究 開発 を 行い 、 
その 技術 を 移転 する こと で 、 日 本 
の 宇宙 航空 産業 が 発展 し て 国際 競 
争 力 を も ち 、 国 の 基幹 産業 と し て 
成長 する よう 、 支援 し て いき た い 
と 思い ます 。 


* 全 文 は 、JAKA ウ ェ ブ サイ ト で ご 覧 いた だ け ま す 。 http://Www.jaxa.jp/article/interview/vol44/ 


009 年 が 明け た ば か り の 1 月 5 日 、 国際 宇宙 
ステ ーション へ の 長期 滞在 が 決ま っ た 古川 聡 
宇宙 飛行 士 の 記者 会 見 が 行わ れ ま し た 。 満面 
の 笑み を 浮か べた 古川 宇宙 飛行 士 を 見 て いる 
と 、 2 年 後 の フ ライ ト が と て も 待ち 遠 し く な っ て きま し た 。 
今年 最初 の JAXA's の 表紙 は 、 そ の 会 見 時 の ショ ッ ト で す 。 
これ まで の 訓練 の 様子 な ど を まとめ た 記事 も 掲載 し まし た 
の で 、 ぜひ お 読み くだ さい 。 今年 は 、1 月 に H-IIA ロケ ッ 
ト に よる 温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 「 い ぶ き 」 打ち 上 げ が 
あり 、 今 月 は 、 日 本 人 と し て 初め て 国際 宇宙 ステ ーション 


INTRODUCTION 


に 長期 滞在 する 若田 光一 宇宙 飛 
行 士 の STS-119 ミッ ショ ン 打 
ち 上 げ が 予定 され て いま す 。 若 
田 宇 宙 飛 行 士 は 5 月 まで 3 か 月 
間 の 長期 滞在 で 、 最 後に 「 き ぼ 
う ]| の 最終 組み 立て も 行い ます 。 
月 ・ 惑 星 探査 で は 、 後 期 運用 に 
入っ た | か ぐ や | の これ ま で の 
成果 、 そ し て 来年 打ち 上 げ 予 定 
の 金星 探査 機 IPLANET-C] 
の 実機 の 姿 を ご 紹介 し ます 。[ 世 
界 天 文 年 ] と いう 一 大 キャ ン 
ペー ン や 7 月 の 皆既 日 食 も 加 
わっ て 、 今 年 る に ぎ や か で 楽 

みな 一 年 に な り そ う で すね 。 
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人 向井 千秋 記念 子ども 科学 館 ( 館 林 市 ) の 
プラ ネタ リウ ム で の 講演 


神奈川 県 
子ども サイ エン ス 
フェ ステ ィ バ ル に て 


日 本 全国 、 上 生 細 
東 苦 西 走 の 日 々 が 続く 
計 湯 質 会 の 狐 台 異 、 

お 教え し ます 


JAXA で は 、 宇 宙 ・ 航 空 分 野 の 開発 研究 に 対す る 理解 を 深め て いた だ く た め に 、 職 員 を 学校 や 各種 団体 な ど へ 

講師 と し て 派遣 し と て と いま すず 広報 部 が 取り 扱っ た 一 般 職 員 の 講師 派遣 だ け で も 2008 年 度 は 約 300 件 (08 年 12 月 末 現 在 ) あり ます が 、 
この ほか に も JAXA が 主催 する タウ ン ミ ー テ ィング や 国内 外 で の 展示 会 、 施 設 の 一 般 公 開 な ど で も 講演 を 行っ て いま す 。 

私 が 所 属す る 宇宙 科学 研究 本 部 で は これ 以外 に も 講演 会 や イベ ント を 実施 し て いま す の で 、 

これ ら 全部 を 合わ せる と 、 私 だ け で も 今年 度 の 対応 件 数 が 年 60 件 を 

超え て いま す 。 要 する に 週 1 件 以上 の ペー ス で や っ て MM 

それ で も 全都 道府県 を 回 り 切 る に は ほど 遠い 状況 で す 。 今 回 

全国 行脚 で 行っ て いる こう し た 講演 の 舞台 胡 を 皆さま ! 1 


筑波 宇宙 セン ター で 1 日 4 回 講演 に チャ レン ジ 
一 言 で 「 講 演 会 ] と 言っ て も 、 そ の 対象 は 、 幼 児 
連れ た 家族 や 小学 校 低 学年 に 始ま っ て 、 中 ・ 高 枝 生 、 記 コ L 
シニア 、 熱 心 な 宇宙 ファ ン 、 あ る い は 技術 分 野 の 専門 人 秋田 市 の 


座談 会 を 行う 3 宇宙 飛行 士 と 的 川 技術 参与 。1 期生 の 3 人 が 一 堂 に 顔 を 合わ せる 機会 は 滅多 に な い 。 


ト ょ プラ ッ っ 入 で の 講 軸 人 し ぐつ じ は し い 毛 進 は す 可 向 お や 行頭 ま 時 的 ど き と 発 HH で の 間 め 有 向 本 時 が っ 
家 集団 な ど 、 年 齢 層 や 興味 の 対象 も さま ざま で すし 、 体育 館 か ら フ プラ ネタ リウ ム ま で 0 いら て で いい ろ 利 ん ぜ / 能 弄 語 期 に す と 川 と 玩 新 まき と を 0 に ロ が な 人 人 に が に し た 
9 0 和 対応 に も 工夫 を 凝ら す Ph すき あな で か の 必 る く 待 に 和信 が 革 の 戦 し MA の NUMU 導 全て 
その よう な いろ いろ な 層 の 人 た ち に 同時 に お 話し し な の 財 の 則 軸 チ 私 い そ す 還 還 を 5 れ ヽ 諾 最 時 も も な て ド A か れ も むれ カ い と 
『 な ら な いこ 3 会 場 に 近 増 え プラ ミネ 寺 に ャ た つう か こ な こ 代 1 こ MS っ つば 上 べ で 
けれ ば な ら な いこ と も よく あり ます 。 何 度 も 足 を 運ん 会 場 に つい て は 、 最近 増え て いる の が プラ ネタ リウ 1 は 3 代 放 し ち て いら すか な いい 人 入 が れ が に 1 れ 時 た 無 A の た い げ き 続 メチ すま 
で くだ さる 熱心 な 方 も いら っ し ゃ いま す の で 、 同 じ 話 _ ム で の 講演 会 。、 も と も と プラ ネタ リウ ム は 講演 会 用 に ゲ 月 い の 戦 ン の ほう くら "こと だ た ら ま すず 窟 くに ま 間 の 人 は 開 と け ロ だ けり "た 
を する わけ に も いか ず 、 毎回 それ な り に 準備 が 必要 で は つく られ て お ら ず 、 解 説 員 の ブー ス が 後方 に あり ま ト 守 ス 有 て を に に 上 れ あ 月 を く こ のぶ さ 邊 の 人 記 和 A 2 て 5 還 い が 軸 剛 
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_ 2 2 旨 剛 人 写真 は 「Cosmic Diary (天文 学者 まま と 進 満 い が の 際 募 ま 宇 いな 力 日 * 能 "を いく た 社 久生 を だ と 細っ 国 ひ 「 み 
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婦 評 謀 Q 窟 くさ G 絞 ロ 補 、 く お る 委 ・ 糧 三 講 編 7 


mtG 更 美味 管 完 ^Q 列 吾 つや 計 * 


Qoooo 中 ヘー ぐさ 可 講 穫 親 人 似 細 の つ 尺 械 HH たく ヤー 叶 型 暴 室 包 胡 縮 ぐる 梁 結 ・ 年 守 類 筑 褒 時 で の ペ 0 リー 


そ 次 お つ 会 品 紋 線 青 つ お 思 
時 親 普 3 NRN] TARA」 TK 
テー さこ へ 公 | る mo 本 杏 ぐ S ポー 
ふつ 会 県 会 ひつ う や の < ベジ つ 応 
公 編入 絢 陣 つ お 民 ば 時 マ 
鼻 ロ G「 邊 キー ベ | に 刀 己 の 匠 
mmG 「 和 ーー さ ] 介 線 SN% つ お 
to 昭 TmG | 守 ー さ | 倒 県 の 会 の 応 
ymSG く ーー ホー ゆ 3GSNG の O 映 
全 交 いっ 2J3SRO 人 NT) る 
吉 N り 6” 部 議 唱 の 四 mQ | 
私 | 公明 衣 yo で お 4J%037 汚 め 
公 「 ル で 4 回 議 も 0 誠人 和 会 | 親玉 
ご 所 Gt いう 勧 わら % つ お "も 本 人 
4 の 星 凸 全 上 い 全 り 8 応寺 り 38 
定宗 詩 視 守 パ ンー つつ to 牙 
皿 集 環 会 りお に 時 ぐ 羽 全 。 へ 表 
ー ふ ヽ S 避 ぐ ゴ し 人 個 硬 代 時 人 お 
っ JH 46" 

ーー Q の ご ーー 時 67 導 回 切 (本 
唱 信 き 条 一 旨 時 琶 球 警 櫻 ) 中 
RGSNrx ま 2 ン cl 
G 堂 で]G 肢 編入 記 yy6 つ お" 
SG 並 GA8 屋 琵 )O ろ 会 会 つつ 
RS で 

そ 控 ふ や ド ポー ふ G 床 や の 蜂 Tm も 
尺 例 選 8 つ 尺 旬 /[ 披 縮 幸 堂 で 」 
G 臣 悦 会 。 尾 町 加 SQ 全 里 迷 つ 
選 46 い 8 へ R 月 作 さも 回り xs 


寺 代 に 撮影 され た 写真 。 


後列 左端 が 小林 教授 、 前 列 左 が 益川 教授 (資料 提供 : KEK) 


小林 教授 と 益川 教授 (資料 提供 : KEK) 


上 ノノ ー ベ ル 物 理学 賞 受 賞 の 
下京 都 大 学 理学 


会 2 全便 刻 つ 計 お で 8 計 選 
も” 恒 編 入鹿 人 りお SN お 多 
3^ 近 時 会 物 除 しゃ" ロロ し 7 
還 会 の 提 條 H 会 コ pxSy@ 外 
溝 ぐ 慰 計 遇 議 ロビ ロ 呈 型 正 
( 幅 王 査 運 球 語 言 刷 鞭 ) 愉 地 
詳 つ ^ 還 芋 証 h う る 心 誠 N_JXYG 
層 誠 Te 研二 で SS 選 介 軸 
つり 和己 隊 つ し くろ て 且 m 半 貢 ン 
加 誠 つつ お "や つい し どら 時 り ” 中 
革 写 PAJIKa 王 唐 m り で 生 会 況 弟 
ス 和 人 懲 KQ ょ JAJ8 引 東 つ ^ | 表 水 謀 
G 辿 で | 公国 *OxekJ Js 回 際 つ 8 
つっ 8” 宮 3LX 芽 る お 普 王 8 | 菜 親 
りり 26 会 8| の 遇 くつ? 上 
に 三 た く ECsta で wa コト CC ペ こ 0 まだ ウー 
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ー を 利用 し た 世界 遺産 監視 協力 に 関 
第 2 次 選抜 第 1 次 選抜 書類 選抜 する 取り 決め を 締結 し まし た 。 
ss siakal 中 半 ユネ スコ は 、2003 年 か ら 欧 州 宇 
合計 10 50 0 963 宙 機 関 (ESA) な ど と 宇宙 技術 
男女 別 男性 9 46 (92%) 206 (90%) 839 (87%) を 用 いた 世界 遺産 の 監視 ・ 保 護 
女性 1 4 (8%) 24 (10%) 124 (13%) の た め の 協 力 を 結び 人 工 衛星 を 
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年 齢 別 3040 歳 10 42 (84%) 179(78%) 651(68%) ME 示 旧 2 
41 歳 以上 0 1 (2%) 23 (10%) 129 (13%) きま し た 。 一 方 JAXA も 、「 だ い 
会 社員 4 27 (54%) 123 (53%) 515 (53%) ち 」| の 打ち 上 げ 以 降 、 約 3 年 間 
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字 出 飛行 士 候補 者 の ( 島 の 赤 生 原 吉 渦 至っ た も の で す 。 


JAXA は 今後 、 ア ジア を 中 心 と 
し た 国内 外 10 か 所 の 世界 遺産 を 
年 2 回 程度 撮像 し 、 画 像 を ユネ 
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IA と 国立 極地 研究 所 は 、 変 則 月 一 10 年 春 ) で 、 次 の 3 テー マ 
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宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


編集 制作 借財 団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 


デザ イン 欠 Better Days 


平成 21 年 2 月 1 日 発行 


印刷 製本 倫 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 素 家 
副 委員 長 舘 和夫 


委員 阪本 成一 寺門 和夫 


顧問 山根 一 眞 
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特 な 日照 や 長期 間 の 閉 鑑 環境 等 の 


呈 NOIT マ ロコ pi 


党 詩 度 席 (と テ ジ テ ー 


宇宙 と 南極 の 共通 点 に 着目 し た 、 
可 酷 な 環境 で の 健康 管理 に 関す る 
共同 医学 研究 を 実施 し ます 。 こ れ 
は 、 日 本 南極 地域 観測 隊員 か ら 被 
験 者 を 募り 、 国 際 宇宙 ステ ー シ ョ 
ン な ど で の 宇宙 飛行 士 の 健康 管理 
に 関連 し た 医学 研究 デー タ を 南極 
で 取得 する も の で 、 宇 宙 で の 長期 
滞在 と 南極 越冬 生活 、 そ れ ぞ れ の 
健康 管理 技術 の 向上 を 図り ます 。 
研究 対象 と な る の は 第 50 次 日 本 
南極 地域 観測 隊員 (2008 年 12 


共同 で 会 見 に 臨む JAXA 宇 宙 医 学生 物 学研 究 室 の 向井 千秋 


室長 ( 左 ) と 国立 極地 研究 所 生物 圏 研究 グル ー プ の 渡邊 研 太 


郎 教授 ( 右 ) (昨年 12 月 10 日 、JAXA 東 京 事務 所 ) 


で 医学 研究 を 実施 し ます 。 

1 特殊 な 日 照 時 間 の 

体内 リズ ム へ の 影響 に 関す る 研究 
南極 で の 季節 に よる 日 照 時 間 変 動 
に 伴う 、 ヒ ト の 自律 神経 活動 や 睡 
眠 覚醒 に 及ぼ す 影 響 を 、 心電図 、 
脳波 、 体 の 動き で 調べ ます 。 デ ー 
タ は 、| き ぼう 」 で 使用 検討 中 の 小 
型 計測 器 等 を 利用 し て 取得 し ます 。 
2 新しい 運動 トレ ー ニ ング 法 の 
有効 性 に 関す る 研究 

南極 地域 観測 隊員 の 冬季 の 運動 機 
会 減少 と 食事 過多 に 伴う 体重 の 増 
加 に 対し て 、 ト レー ニン グ 中 に 勇 
肉 へ 電気 刺 茎 を 加え て 効果 を 高め 
る ハイ ブリ ッ ド トレ ー ニ ング 法 を 
行い 、 そ の 有効 性 を 確認 し ます 。 
3 長期 間 入 浴 で き な い 状態 で の 
皮膚 の 衛生 管理 技術 の 研究 
国際 宇宙 ステ ーション に 滞在 する 
宇宙 飛行 士 に 対し て 計画 し て いる 
の と 同様 の 方 法 で 、 南 極 観 測 隊員 
か ら 皮 膚 に 常 在 する 菌 の デー タ を 
取得 し ます 。 


スコ に 提供 する ほか 、 こ れ ま で 「 だ 
いち 」| で 撮像 し た 世界 遺産 の 画像 
を デー タベース 化し て 公開 し て い 
きま す 。 ま た ユネ スコ は 、 世 界 の 
関連 研究 機関 、 遺 産 保 有 国 と 共に 、 
提供 され た デー タ を 遺産 の 保護 

動 に 役立て ます 。 


著名 式 を 終え た 松浦 晃一 郎 ユ ネス コ 事 務 局 長 (中 央 左 ) と 立川 敬 ニ ニ 
理事 長 (中 央 右 ) (昨年 12 月 2 日 、JAXA 東 京 事務 所 ) 


「 い ぶ き ] 搭 載 カ メラ に よる 衛星 分 離 の 様子 (上 ) 


H-IIA 搭載 カメ ラ が 撮影 し た 「 い ぶ き 」 分 離 の 瞬間 ( 下 ) 


「 い ぶ き 」 打 ち 上 げ 当 日 午前 2 時 過ぎ の 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 大 型 ロ ケッ ト 発 射場 
頭上 に は 満天 の 星空 が 広がっ つて いる ( 提 影 ・ 山 根 一 候 氏 ) 


1998 年 11 月 20 日 に 最初 の モジ ュー ル に < や ツー クエ ニ っ 4 
eeeossst 東京 : 丸 の 内 の ビジ ネス 街 か ら も 
経て 、 い よい よ 完 成 間 近 の 国際 宇宙 ステ ー ーー^ 》 ー 
ショ ン は 、 人 類 が 宇宙 に つく っ た 最大 の 構築 国 際 宇 由 ステ ン ヨ ンカ 見 えた 
物 で す 。 タ イミ ング が 合え ば 、 夕 暮れ 時 や 早 
朝 に 明る く 輝 さき ながら 空 を 横切る その 姿 を 、 
地上 か ら 肉 眼 で 見 る こと も で きま す 。 

東京 ・ 丸 の 内 の ビジ ネス 街 の ど 真 ん 中 に 
ある 情報 セン ター JAXA i (ジャ クサ ・ ア 
イ ) で は 、 昨 年 11 月 21 日 に 国際 宇宙 ステ ー 
ショ ン の 観望 会 を 開催 し まし た 。 実は この 日 
は 、JAXA i の 月 例 ト ー ク イベ ント 「 マ ンス 
リー トー ク | の 開催 日 で 、 し か る も 星 出 彰 彦 宇 
宙 飛 行 士 が 登場 する 日 。 そ し て 東京 地方 か ら 
の 最大 仰角 が 81 度 と 、 ほ ぼ 真 上 を 通過 する 
こと に な る 、 観 望 に は 絶好 の 条件 が 重なっ た 
日 で も あり まし た 。 幸い 天候 に も 恵まれ 、 イ 
ベン ト に 集まっ た た くさ ん の 皆さま に 、 高 層 
ビル に 切り 取ら れ た 明る い 夕 暮れ の 空 を 、 さ 
ら に 明る く 輝 き な が ら 飛 半 し て いく 国際 宇宙 
ステ ーション (写真 の 左下 か ら 右 上 へ の びる 
線 ) を ご 覧 いた だ き 楽 し ん で いた だ く こ と が 
KS 

JAXA で は 、 日 本 の 各 都 市 か ら の 10 日 先 
まで の 国際 宇宙 ステ ーション の 目視 予想 情報 
を 「 宇 南 ス テー ショ ン ・ き ぼう 広報 ・ 情 報 セ 
ンタ ー]| や 携帯 電話 向け サイ ト を 通じ て ご 提 
供し て いま す 。 会 で は 「 初 め て 見 た 。 感 
動 し た | と 感想 を 話す 方 も 多く いら っ し ゃ い 
まし た 。 ま だ の 方 は ぜひ (若田 宇宙 飛行 士 の 
滞在 中 に で も ) ご 覧 に た っ て みて くだ さい 。 


国際 宇宙 ステ ーション を 見 よう 
http://kibo.tksc.jaxa.jp/ 

携帯 電話 向け サイ ト JAXA モ バイ ル 
http://mobile.jaxa.jp/ 


ビル の 合い 間 を 横切る 国際 宇宙 ステ ーション を 見 上 げ る 
参加 者 た ち 。「 ち ょ うど ミッ ショ ン 中 の スペ ー ス シャ トル が 


ドッ キン グ し て いる ]」 と の 説明 も あっ た 。 


平成 21 年 度 「JAXA タ ウン ミー ティ ング ]」 の 共催 団体 を 募集 中 で す (2 月 13 日 まで )。 


JAXA タウ ン ミ ー テ ィング は 、 日 本 の 宇宙 航空 開発 
に つい て 、 市民 の 皆様 と JAXA の 役職 員 が 直接 お 話 
し を し な が ら 意見 を 交換 する 、「 意 見 交換 会 ] で す 。 会 
場 に お 越し いた だ いた 皆様 か ら 自由 な ご 意見 を いた だ き 
た いと 思っ て いま す 。「JAXA タウ ン ミ ー テ ィング | は 、 
各地 域 の 方 に ご 協力 いた だ き 、 今 まで に 全国 34 か 所 
で 開催 し て きま し た 。 現在 、 平 成 21 年 度 の 共催 団体 
を 募集 中 で す の で 、 ぜ ひご 応募 くだ さい (2 月 13 日 ま 
で )。( 写 真 は 、2008 年 8 月 に 大 阪 ・ 岸 和田 市 で 行 


ご 応募 ・ 詳 細 は 

下記 ウェ ブサ イト を 
ご 覧 くだ さい 。 
http://www.jaxa.jD/ 


われ た タウ ン ミ ー テ ィング の 様子 ) 時 townmeeting/ アワ PRINTED WITHl 
k SOYINKI,。 
空 へ 区 み 、 字 寅 を 導く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 2 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 
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